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 　3. 本製品にはタンクのドレンを自動排出する機能が装備されており、ドレン排出時には吐出し空気量が
         約0.5％減少します。
　 4. 冷凍式エアードライヤー運転時の騒音値は仕様表より1～2dB（A）増加します。
　 5. 出口空気の露点は周囲温度が30℃以下、最高圧力の場合の値です。
　 6. 本製品には専用アプリとのBluetooth通信機能が装備されております。Bluetooth通信機能をOFFに設
         定することも可能です。
　 7.「 ECOMODE」の効果を充分に発揮させ、省エネ運転をするために推奨容積以上の配管容積、既設空気
         タンク等の確保または別売りタンクを必ず設置してください。圧縮空気貯留容積が確保できない場合
         は運転サイクルが短くなるため「ECOMODE」設定でも「ノーマルモード」制御のような運転となります。
　 8. 中圧パッケージベビコンにはアンロード制御がないため、運転サイクル時間が1分未満となる場合、デジタル
                ディスプレイにサイクル警報を表示します。
          なお、サイクル警報を表示しても圧縮機は運転を継続します。運転サイクル時間の確保および寿命低下
          防止のため、必要最小容積以上の中圧用立型タンクを必ず設置してください。
　 9.中圧シリーズには中圧用立型タンクを必ず設置してください。
    10. エアードライヤー部の防錆処理仕様はオプションにて承ります（ただし、防錆を保証するものではありません）。

注）エアードライヤー内蔵型 中圧パッケージベビコン（給油式）、中圧ベビコン（給油式）共通事項
     1. 吐出し空気量は最高圧力時に吐出す空気量を吸込み状態（大気圧）に換算した値です。保証値は別途
         お問い合わせください。
　 2. 騒音値は正面1.5m全負荷時無響音室で測定した値です。運転条件が異なる場合や、周囲の反響を受ける
         実際の据え付け状態では、表示値より大きくなります。
　 3. 周囲温度が0℃（エアードライヤー搭載型は5℃、ただしドレンの凍結がないこと）～40℃の場所でご使用
         ください。
　 4. 規定未満の細い配線や運転時に2％以上の電圧降下を生じる長い配線は使用しないでください。また、
          電圧変化のある電源の使用や発電機・インバータでの運転はしないでください。
　 5. 製品出荷時にベビコン専用オイルが封入されておりますが、運転開始時には適量であるかご確認ください。
          必ずベビコン専用オイルをご使用ください。

注）エアードライヤー内蔵型 中圧パッケージベビコン（給油式）のみ
　 1. 制御圧力は、工場出荷時の設定です。「ECOMODE」制御選択時は、作動圧力が状況により下がります。
　 2. エアードライヤーからの吐出し空気量はドレン凝縮により圧縮機の吐出し空気量から約3～5％減少します。

注）上記内容はエアードライヤー内蔵型 中圧パッケージベビコン（給油式）の装備となります。
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